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第５７回金沢大学暁烏記念式・記念講演

菩薩として生きる

金沢大学名誉教授 杉 本 卓 洲

１．菩薩の意味

菩薩の原語はボーディサッタ（ボーディサッ
トヴァ）で，「菩提薩�」と音訳される。菩薩
とはその短縮形である。ボーディ（菩提）は「悟
り」，サッタ（サットヴァ，薩�）は「生きと
し生けるもの（衆生・有情）」を意味し，二つ
のことばよりなる複合語である。
ブッダに対する呼称として始まった。次のよ
うに四段階に分けられる。
①出家して菩提樹の下で真理に目覚めるまでの
修行（苦行）期間。「悟りを求め努力するもの」，
すなわち「求道者」を指す。
②誕生時。菩薩はトソツ天より白象となって母
マーヤーの胎内に降臨し，生まれるや北方に歩
行し「わたしは世界の第一人者である」と叫ん
だ，というように表わされる。「悟りを得るこ
との確定したもの」を意味する。
③過去世。サルやゾウなどの動物まで菩薩と呼
ばれ，ブッダの前生の身とされる。常に善行を
なしているとは限らない。「悟りが潜在的で未
発達なもの」の意。しかし，後世には献身的な
者へと変容し，「悟りへの勇猛者」を表わすよ
うになる。
④青年期。結婚して子どもをもうけた時期。在
家者も菩薩と呼ばれたことを示し，後期の適用。
「悟りの可能性を内在するもの」。
このほか，「悟りが有情の形をとっているも
の」，「悟りへの心を持つもの」，「悟りに執着
するもの」，「悟りの達成に向けて全存在をか
ける人」，「菩提心を起こす原動力である如来
蔵を具えた衆生すべて」と言った具合に，種々
に定義づけられる。菩薩の意義や定義は経論の

数ほど，学者の数ほどあると言っても過言でな
い。

２．菩薩の種相

菩薩は何も大乗仏教の専用語ではないが，大
乗仏典に多く登場し，大乗教徒イコール菩薩と
言うようになる。大体二種に分けられることが
多い。出家の菩薩と在家の菩薩，山間（せんげ
ん）の菩薩と人間（にんげん）（世間）の菩薩，
不退転の菩薩と退転の菩薩，成就の菩薩と敗壊
の菩薩といったように，である。
出家の菩薩とは山林に入り，ただ独り禅定に
励み，文字通り「空」（空閑処）に住む者であ
る。頭陀行を守り，在俗者はもちろん，同じ出
家の仲間とも交わらず，僧院に来るのは病気と
か説法・聞法のためとか限られていた。しかし，
村里の中か近くにある僧院に住む出家の菩薩の
方が，多数を占めていた。前者は山間の菩薩で
あり，後者は人間（世間）の菩薩に相当する。
両者の間には，生き方をめぐって激しい対立が
あった。
法華経には，山間の菩薩が「我らは戒行を守
っている」と言い，自分らこそ真の道を行なっ
ている者だと主張し，人間の菩薩を軽蔑し卑し
んだ，とある。大乗の涅槃経にも，山林の空閑
処に住む者は，自分たちこそ真の阿羅漢，大菩
薩・摩訶薩である，とうそぶいた，と見える。
般若経は，相手を盗賊とかにせ者と呼んだりし
て，その争いの模様をもっと生々しく伝えてい
る。
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このような菩薩同士の争いは，悪魔マーラが
喜ぶところであった。そこで真の菩薩は争いを
やめさせ，一切衆生の橋梁となるべきとされる。
ここで言う真の菩薩とは，在家の菩薩を指して
いる。彼らは寺院や仏塔の建立，出家の菩薩た
ちへの食事や生活用具の供給などに当たるが，
特に強調されるのは，病人の看護，教団分裂の
阻止，正法の護持の三つである。病人への施薬
のみならず，僧院内で病に苦しむ者があれば，
自らの生命・血肉を投げ打って治療に当たるべ
きとされた。
教団分裂の阻止とは，上の記述と関連があろ
う。出家の菩薩たちの争いの仲裁役を果たした
ことを示す。正法の護持には，身命をかけて当
たるべきとされる。一偈の法のために身を投じ
た雪山童子（せっせんどうじ）の物語などを想
起させ，緊迫した状況を暗示する。
不退転の菩薩は成就の菩薩で，退転の菩薩は
敗壊（はいえ）の菩薩に当たる。前者はその名
の示す通り，大力あり，どのようなところにも
赴き，辺地や邪見をも避けることはない。真金
のごとく泥中に入っても壊れることはない。そ
れに対して後者は，発心したばかりの菩薩で，
力なく意志弱く，泥中に入ればすぐ錆びてしま
う鉄のような者である。名利に執着し，素直で
なく，他人の豊かさをねたみ，空の教えを信じ
ようとしない。菩薩とは名ばかりで，修行の伴
わない者である。しかし，このような菩薩たち
にも，不退転の位を得る道が開かれている。そ
れは周知のごとく「易行道」と呼ばれるもので，
陸路を苦労しながら歩む「難行道」に対比され
る。これは菩薩の道，ひいては仏教自体の広大
さを教えるものである。

３．菩薩とは名字のみ

菩薩とは，一般に六波羅蜜行の実践者とされ
る。とくに一番目の布施の完成が強調され，利
他行・慈悲行に励む者，社会に奉仕・貢献する
者と解されている。近年もてはやされているボ
ランティア活動などとつながる側面を有してい
る。しかし，ここでは別の意味で，菩薩の生き
方の意義あることを指摘したい。
それは仏教の百科事典とも言える『大智度
論』の中に見えるものである。「菩薩というも
ただ名字（みょうじ）のみにして空なり」，「菩
薩は菩薩という名字に着するを破す」というの
である。菩薩とは単なる名字に過ぎず，菩薩と
は菩薩であることにこだわらない者だ，と言う
のである。こういう生き方は，自らを仏教徒と
して押し出すことなく生きることであって，キ
リスト教徒が自らをキリスト者と謳い，イスラ
ム教徒が自らの信仰を誇示し，他の宗教者との
峻別の中で生きていく態度と大きく異なってい
る。宗教的対立の激しい今日の世界にあって，
菩薩の生き方に学ぶべきものがある，と思うの
はわたしのみであろうか。

杉本 卓洲 すぎもと たくしゅう

東北大学文学部印度学仏教史学科卒。
東北福祉大学教授，金沢大学教授，
金城大学教授を歴任。
平成１３年から金沢大学名誉教授。

講演中の杉本卓洲氏
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金沢大学学術情報リポジトリKURA公開！

５分で分かる金沢大学学術情報リポジトリKURA

２００６年６月，金沢大学学術情報リポジトリ
KURAが公開されました。
KURAは，金沢大学の教育・研究成果を電
子的な形態で保存する書庫です。この書庫を，
インターネット上で無料公開するシステムが
「機関リポジトリ」です。
機関リポジトリ――このちょっとひっかかり
のある言葉の持つ意味は後述するとして，まず，
KURAとはどういうものなのか，３つの観点
から説明しましょう。

１．KURAは，ショーケースである。

KURAは，金沢大学の教育・研究の成果を
インターネット上で無料公開する金沢大学の業
績のショーケースです。このショーケースに入
っている業績は他大学にはない金大オリジナル
・コレクションです。
このショーケースの特徴は，電子媒体だとい
うことです。例えば，金沢大学で発行している
紀要をKURAに載せて行けば，金沢大学版電
子ジャーナル・パッケージを作ることができま
す。紙媒体を電子ジャーナル化することで，雑
誌の速報性は増し，さらに多くの人に利用され
ることになるでしょう。
大学の業績を発信するためのプラットフォー

ムとなること――これがKURAの第１目的です。

２．KURAは，やっぱり“蔵”である。

KURAというネーミングは，蔵，倉，庫．．．
といった日本語の語感を意識しています。
KURAは，やっぱり“蔵”なのです。
KURAに入れた学術情報は恒久的に保存い
たします。そういう意味では，文字通り「お蔵
入り」なのですが，お蔵入りすることで公開さ
れるという素晴らしい蔵です。
６月１２日現在，KURAには，金沢大学の教
職員，大学院生等が学術雑誌，学内紀要等に発
表した１，２７５件の論文の電子版が登録されてい
ます。今後はこれらに加え，科研費報告書，学
位論文なども登録して行く予定です。
ここで注目されるのが学術雑誌に発表した査
読済論文についても各大学等の機関リポジトリ
に登録できるという点です。９０％を越える海外

図１ KURAトップページ。図書館HPからもリンク
されています。

★金沢大学学術情報リポジトリKURA

英文名Kanazawa University Repository for Academic resources の頭文字を取ってKURAと名付けました。

次のURLからご利用下さい http : //dspace.lib.kanazawa-u.ac.jp：８０８０／dspace/

Linux 上で動くDSpace（機関リポジトリ用のソフトウェア）の日本語版を搭載したサーバ１台で運用
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出版社が「著者最終稿」という限定付きで，機
関リポジトリへの登録を認めています（この状
況は SHERPA注１）というサイトで検索可能です）。
つまり，世界中の大学が研究業績を自館の機
関リポジトリに登録を進めていけば（セルフ・
アーカイビングといいます），学術出版の世界
に少なからぬインパクトを与える可能性があり
ます。後述しますが，このことが機関リポジト
リの最大の特徴です。
KURAに登録できる，コンテンツについて
は「国立大学法人金沢大学学術情報リポジトリ
運用指針」で規定していますが，将来的には，
「金沢大学の業績のすべてをKURAに入れ
る」というレベルを目指しています。KURA
に登録可能かどうかの許諾条件，出版社に関す
る権利処理については附属図書館で調査いたし
ますので，是非図書館に執筆された論文をご恵
贈下さい。
論文を執筆したら KURAへ――このキャッチ
フレーズをお忘れなく。

３．KURAは，出入り自由である。

既に述べたとおり，KURAはインターネッ
ト上に無料公開されています。このことを「オ
ープン・アクセス」と言います。無料でアクセ
スできるのは，人間だけではありません。他の
外部データベースからも出入り自由となってい
ます。
KURAに登録してある資料のタイトル，著
者名，雑誌名といった書誌的な情報（メタデー
タ）については，外部データベースが定期的に
刈り取ってくれる仕組みになっています（この
ことをハーベスティングと呼んでいます）。例
えば，KURAに登録されている論文等は，JuNii
（国立情報学研究所），OAISter（ミシガン大），
Google Scholar といった外部データベースから
も検索できるようになります。
KURAのサイトからも検索は可能ですが，
一般利用者は，わざわざKURAまで来なくて
も，例えばGoogle Scholar で検索をしてヒット
すれば，自然にKURAに誘導されるようにな
ります。

図２ KURAに登録するまでの流れ 図３ ハーベスティングと検索の概念図
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KURAに登録することによって，各研究者
の研究業績の視認性がアップし，引用される頻

度が高くなる――このことは研究者側から見た
いちばんのメリットでしょう。

４．そして，KURAは“リポジトリ”を目指す。

以上，KURAの特徴を３つの観点から説明
してきました。ここで，最初の疑問に戻ります。
「なぜ，リポジトリという引っかかりのある言
葉を使っているのか？」
リポジトリと全文データベース，電子ジャー
ナルはどう違うか？――大きな違いはありませ
ん。そういう中，敢えてリポジトリという用語
を使っているのは，実はこの言葉には，学術雑
誌の価格高騰問題に代表される学術コミュニケ
ーションの不全を改善しようという意味が込め
られているからです。リポジトリというのは「学
術コミュニケーションの流れを改革しよう」と
いう世界的な潮流の一部にKURAも入ってい
るのだ，ということをアピールするためのキー
ワードなのです。
以下，機関リポジトリをめぐる動向と機関リ
ポジトリが生まれてきた背景について簡単に触
れます。
■国内外の状況

近年，国内外の大学で機関リポジトリを持つ
大学が増えています。欧米を中心に全世界で約
６９０大学が機関リポジトリの運用を行っていま
す注２）。国内では，平成１７年度機関リポジトリを
公開している大学は２大学のみでしたが，国立
情報学研究所の進める次世代学術コンテンツ基
盤共同構築事業注３）の下，金沢大学を含む１９大学
で機関リポジトリの構築を進めており，順次公
開されてきています。
■機関リポジトリの出てきた背景

機関リポジトリの出てきた背景には，国際政
治分野で学術コンテンツの透明性の拡大が要請
されてきたことに加え注４），学術雑誌の価格高騰
問題があります。

１９９０年代，学術雑誌を巡って「シリアルズ・
クライシス」と呼ばれる価格高騰問題が世界的
な規模で発生し，各大学の学術雑誌の購読タイ
トル数が激減しました。極端な場合，自分の書
いた論文を所属する大学が購読できないといっ
た問題が生じてきました。学術雑誌の雑誌発行
部数の減少によって，さらに価格が高騰すると
いう悪循環に陥り，学術コミュニケーションの
不全が顕在化してきました。
この動きに対して出てきたのが「オープン・
アクセス運動（無料で読める電子ジャーナルの
拡大）」です。機関リポジトリは，商業出版社
に支配されつつある学術コミュニケーションの
流れを研究者サイドに取り戻すことを目指した

新しい情報発信形態の１つなのです。

５．KURAひとめぐり

最後に今回公開することになったKURAの
機能について紹介しましょう。上述のとおり，
KURAに登録したコンテンツは，外部データ
ベースからも利用可能ですが，金沢大学の業績
のみを調べる場合は，KURAで探すのが効率
的です。登録済のコンテンツを探すには，ブラ
ウズと検索の２つの方法があります。
■ブラウズ～流し読み

登録されている論文を雑誌名から探す場合に
は，KURAのトップ画面の左側のフレームに
ある「コミュニティ＆コレクション」のリンク
をクリックします。部局単位に紀要等の名前の
書かれたリストになります。この中から読みた
い雑誌名を選びます。
各部局の下には「学術雑誌掲載論文」「紀要」
という２つのカテゴリーがありますが，このう
ち，「紀要」の下に並んでいるのが学内紀要名
です。その最後の部分にある数字が登録されて
いる論文数です。
雑誌名をクリックすると，各紀要に収録され
ている論文名がタイトル順に表示されます。そ
の中から読みたい論文を探し，クリックすると，
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論文の書誌事項の書かれた画面になります。画
面のいちばん下の「見る／開く」をクリックす
ると全文が表示されます。
もう一つの「学術雑誌掲載論文」のグループ
には学外の学術雑誌に発表した論文の著者最終
稿などが収録されています。
■検索

画面の左上の「リポジトリ検索」の枠の中に
通常の検索エンジンを検索するようなイメージ
でキーワードを入れて検索をします。「詳細検
索」をクリックすれば，「著者」「タイトル」
など検索項目を絞った検索が可能です。

■KURAへの登録手順

トップ画面の右側のフレームからは，KURA
への登録手順，各種資料を参照するためのリン
クが張られています。このページにも書いてあ
りますが，情報企画係宛に論文の著者最終稿を
お送り頂ければ，調査の上，登録可能なものか
らKURAに登録いたします。

６．今後の予定

教員総覧用の研究業績データベースと

KURAとのリンクを検討中です。学内の研究
業績を登録する場合は，教員総覧の方に登録し
て頂ければ，KURAにもデータが流れてくる
ような仕組を作り，登録作業の効率化を図る計
画です。

＊
機関リポジトリの構築は，各大学において，
今後，重要性を増していくと言われています。
本学のKURAは，まだまだ小さなKURAです
が，これからもっともっと大きなKURAに育
っていくよう，ご支援・ご協力をよろしくお願
いいたします。

参考ページ
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注３：http : //www.nii.ac.jp/irp/
注４：筑木一郎：英米両国議会における学術情報のオ

ープンアクセス化勧告（カレントアウェアネス
No．２８２，２００４，CA１５４４）
http : //www.ndl.go.jp/jp/library/current/no２８２／doc０００８．htm

（情報企画係・橋 洋平）

図４ ブラウズで探す

図５ 全文を表示する
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図書館のトピックス
■図書館のバリアフリー対策
図書館では学内各組織と連携し，お年寄りや
身体の不自由な方だけでなく，全てのお客様が
ご利用しやすいよう，施設のバリアフリー化に
取り組んでいます。
昨年度は，車椅子でも使いやすいよう２階ト
イレとトイレ前廊下の照明に点灯センサー装置
を取り付けました。
また，大学教育開発・支援センター及び学生
支援課から，目の不自由な方用に２階情報コン
セントブースに拡大読書器を設置していただき
ました。
なお，正面玄関ドアの改修については未整備
ですが，自動化をお願いしているところです。

■中央図書館で予約施設の利用が急増
中央図書館及び自然科学系図書館にある利用
者用の各予約施設は，図書館ホームページから
３ヶ月先までを予約できるようになっています。
昨年度は中央図書館で予約施設の利用が増え
たため，旧マイクロ資料室を演習室Cとして
利用できるようにしました。また，今年度から
部屋の利用が円滑にできるよう，鍵の受け渡し
を簡素化しています。
現在も多くの予約が入っていますが，中央図
書館演習室は簡易間仕切のため遮音が十分では
ありませんので，ご利用の際は閲覧室へ音が漏
れないようご協力をお願いします。

■サービスカウンターを改修
中央図書館カウンターが３．６m短くなりまし
た。これまで書庫へ入るためにはカウンターを
大きく迂回しなけらばなりませんでしたが，少
し使いやすくなりました。
改修を機に新たに「何でも相談」窓口を設置
しました。図書館の利用に関するご相談はこち
らへお寄せください。

設置された拡大読書器
（中央図書館２階情報コンセントブース）

回 人

中央図書館予約施設の利用総計

中央図書館サービスカウンター

金沢大学附属図書館報
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■「大学・社会生活論」「情報処理基礎」

で図書館員が講義を担当
今年度から新一年生を対象として新たに開講
された，「大学・社会生活論」の第４回と「情
報処理基礎」の第５回，第６回の講師を図書館
員が担当しました。
「大学・社会生活論」では，これまで開講さ
れていた「大学図書館への招待」で行っていた
内容をもとに，図書館の利用についての講義を
中心とし，まずDVD「図書館へ行こう�」を
上映しました。その後パワーポイントを用いて
図書館の利用方法の説明を行いました。
また，「情報処理基礎」では，大学図書館を
使った情報検索の基礎について講義しました。
第５回では，主にOPACを用いて金沢大学の
蔵書の検索，第６回では，論文や雑誌記事など
の学術情報を検索するためのデータベースの紹
介を中心に講義と実習を行いました。

講義を受けた学生の中には，「一部しか利用
していなかったが，いろいろ利用していきた
い」などの意見があり，この２つの講義を通じ
て，大学図書館をより身近に感じてもらえるよ
うになったと思われます。

■ミニ展示会を開催
６月７日から７月９日の期間，サッカーワー
ルドカップドイツ大会が開催されました。
中央図書館ではこれを記念し，閲覧ホールで
所蔵する資料の中から，サッカーや開催国のド
イツに関連する資料を中心として選び展示しま
した。
また，期間中 EU関連の配布用資料や地図も
併せて展示しましたが，在日欧州委員会発行の
「EUとユーロ」（第２版）は程なく品切れと
なり，同委員会から追加で送付していただくこ
ととなりました。

総合教育棟C１０教室での講義風景
（今年度から新学部一年生を対象に，PCを使って
学習する必修科目が開講されています）

表紙の写真
ドイツでは古くからブタは幸運のシンボルとされて

います。１匹は背景のドイツ国旗と同じ色に化粧して
います。
また，青地に１２個の星の旗はEU（欧州連合）の旗

で，金沢大学附属図書館は１９８５年からEU資料センタ
ーとして設置されています。

こ だ ま 第１６０号 ２００６年７月２０日

－ ９ －



♪ ■ ■ ■ 館内BGMが変わりました ■ ■ ■ ♪

６月から中央図書館の閉館をお知らせするBGMが新しくなっています。

音楽はインターネットで「机の上の交響楽」を主宰する，ぴっころ様から作品をご

提供いただきました。

♪机の上の交響楽♪ http://homepage1.nifty.com/PICCOLO/

就職支援室から

就職支援室では中央図書館の正面ロビーか

ら入って左手の開架図書棚の一角に，就職支

援図書のコーナーを設けています。学生の皆

さんの就職活動等に役立つような図書を揃え，

利用に供しています。

図書の内容としては，例えば，面接や履歴

書の書き方・自己PRの仕方等の就職活動に

関するノウハウ的なものから，公務員試験や

司法試験・その他検定試験等の参考書・問題

集，そして，業界・仕事研究的なものまで幅

広く開架しています。

利用率も高く，平成１７年度末現在の統計で

は，中央図書館で貸し出された図書の２．３４％

は就職支援図書が占めています。就職支援図

書の冊数は８３３冊（平成１７年度末現在）程度

ですが，４６万余冊注）という膨大な蔵書のある

中での利用率なので，関心の高さがうかがえ

ます。

学内でも，就職支援として様々な就職ガイ

ダンス等を実施しているところですが，個々

のニーズも違いますから，最終的には，自分

自身で就職活動や進路に関することを調べる

必要がどうしても出てきます。それに関わる

図書を全て自分で揃えることはお金も時間も

かかりますが，図書館には，そんな皆さんの

要望を満たす有用な図書が揃っています。

まだ，見たことがない人は，一度，どんな

ものがあるのか手にとって読んでみるとよい

でしょう。それらを活用しながら，円滑に進

路選択や就職活動を進められることを願って

います。

注）OPACに登録済の蔵書数

書架に並んだ就職支援用図書

学生部就職支援室 高瀬 政仁

金沢大学附属図書館報
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ありがとうございました

本学教員著作等寄贈図書リスト 2006/3～2006/5

高橋豊（がん研究所腫瘍外科助教授）著

Tumor dormancy therapy の実際

：外科医からの提案

前田書店 ２００５．１１（医図QZ２６６：T１３６）

谷内江昭宏（大学院医学系研究科教授）

共同執筆

ネルソン小児科学：原著第１７版

エルゼビア・ジャパン ２００５．１１

（医保図書室４９３．９：N４２５）

野村眞理（経済学部教授）

弁納才一（経済学部教授）共編

地域統合と人的移動

：ヨーロッパと東アジアの歴史・現状・展望

御茶の水書房 ２００６．３

（図開架３３４．４：C５３４）

安村典子（文学部教授）訳

メタモルフォーシス：ギリシア変身物語集

講談社 ２００６．３ （図開架９９１．３：A６３５）

李慶（外国語教育研究センター教授）共訳

明季党社考

上海古籍出版 ２００６．１

（図開架２２２．０５８：O５８）

藤沢法暎（名誉教授）著

ナショナリズムと歴史教科書問題

DTP 出版 ２００６．４（図開架３７５．３２：F９６１）

城戸照彦（大学院医学系研究科教授）編著

公衆衛生学

光生館 ２００６．３（医保図書室４９８：N１６３）

■ ■ ■ 「図書館へ行こう！」の

ビデオができました ■ ■ ■

「図書館のトピックス」でも少し触れていますが，今年

度から始まった学部一年生必修科目，「大学・社会生活論」

で図書館の利用方法を紹介するビデオを製作しました。

企画・製作は大学教育開発・支援センターと金沢大学 IT

教材作成支援室が共同で行っています。ビデオは１７分と短

い時間ですが各シーンで新人俳優さんたちが好演してい

ます。

こ だ ま 第１６０号 ２００６年７月２０日
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予 告 『大 四 高 展』開 催

金沢大学の前身校の一つである第四高等学校

の開学１２０周年を記念して，この秋に行なわれ

る平成１８年度附属図書館・資料館特別展では，

『大四高展』を開催します。

明治１９（１８８６）年，近隣県との激しい誘致競

争の末，金沢に第四高等中学校の設立が認可さ

れます。金沢への誘致にあたっては，地元の並々

ならぬ熱意があり，県民から多額の寄付金も寄

せられました。明治２７（１８９４）年には，高等学

校令の公布により第四高等学校と改称します。

その後，昭和２５（１９５０）年３月にその歴史を閉

じるまでの６０年余りの間，「四高」は「学都金

沢」を象徴する存在でした。

今回の特別展では，金沢大学が引き継いだ資

料，蔵書を中心に，第四高等学校関連資料を一

堂に集め，学都金沢のシンボルであった第四高

等学校の歴史を振り返ります。また，四高を支

えた金沢という町とのつながりにも注目し，今

後の学都金沢の在り方を考えるシンポジウムの

開催も予定しています。四高という存在をもと

に，学都金沢の歴史と未来について考える契機

になることを期待します。

※詳細な日程はあらためて

お知らせします。

としょかん日誌（２００６年３月～５月）
３月６日 第１回 学術コンテンツ運営・連携本部機関リポジト

リ作業部会（学術情報センター）木下聡（図書館サー
ビス課長）出席

３月９日 DSpace に関する打ち合わせ（ソラン（株））内島秀樹
（情報企画課課長補佐）出席

３月２７日
～２８日

DSpace セミナー，事務打合せ（日本ヒューレット・パ
ッカード，東京大学）由良信道（情報部長），内島秀樹
（情報企画課課長補佐）出席

３月２８日 第２回学術コンテンツ運営・連携本部機関リポジトリ
作業部会（国立情報学研究所）木下聡（図書館サービ
ス課長）出席

４月１９日 次世代学術コンテンツ基盤共同構築事業公募説明会（学
術総合センター）木下聡（情報企画課長），内島秀樹（情
報企画課副課長），橋洋平（情報企画係長）出席

４月２０日
～２１日

第５７回北信越地区国立大学図書館協会総会（サンルー
ト長野） 鹿島正裕（附属図書館長），由良信道（情報
部長），木下聡（情報企画課長）出席

５月１０日 DSpace セミナー（富山大学）内島秀樹（情報企画課副
課長）参加

５月１５日
～１７日

平成１８年度第１回学術コンテンツ運営・連携本部機関
リポジトリ作業部会，平成１７年度CSI 委託事業報告交
流会（以上学術総合センター）木下聡（情報企画課長）
出席

５月１６日 平成１７年度CSI 委託事業報告交流会（学術総合センタ
ー）内島秀樹（情報企画課副課長），伊川麻里子（コン
テンツ第二係）出席

５月２２日
～２３日

機関リポジトリワークショップ（千葉大学附属図書館）
木下聡（情報企画課長）出席
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読者の皆様からのおたよりをお待ちしております。

表題地模様�Toku Yusui（加賀友禅染絵『さやぐ，おどる』。由水十久（初代。１９１３－１９８８）は金沢出身の加賀友禅作家です。）
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